




















楽しい水遊び・街角演出 

ユニークなテナントが軒を並べる地中海様式の街区 アミューズメントと飲食の複合業態「デイブ＆バスターズ」 

にぎわいを演出するモロッコ風キオスク 

全米レストラン人気ＮＯ１、 
「チーズケーキファクトリー」 

年間200万人を集客する 
「エドワードシネマ」 

アメリカ商業施設の新潮流（Ⅰ） アメリカ商業施設の新潮流（Ⅰ） 

●人工的に再現された「繁華街」 

　第1期施設は「エドワード」

の30スクリーンを持つシネ

マコンプレックス（シネコン）

と「ゲームワークス」のア

ミューズメント、それに飲食

街という3本柱で開業された。 

　商圏（半径16キロ）内に平

均世帯所得55,000ドルの人々

が居住しており、しかもオフィ

スゾーンと住宅ゾーンの中間

という好立地にめぐまれ、1997年に年間500万人が来訪したのを始め、エドワードシネマ

は年間200万人を集客するなど、シネコンでは全米最大の売り上げを記録している。 

　こうした大盛況を受け、エンターテイメント施設のみの集客に、物販と飲食機能を加え

た第2期開発計画の施設が1998年7月にオープンした。 

　施設のテーマは「アルハンブラ」の町をイメージしており、全体デザインは「モロッコ＆

地中海様式」で統一、「心地よさ」「界隈性」「ピープルウォッチ」などをコンセプトとして

構成されている。 

　1999年には1,200万人が来訪し、顧客の平均滞在時間も2時間におよぶなど、新し

い施設としての魅力の高さが立証された。 

　代表的なテナントとして、アミューズメントと飲食の複合業態「デイブ＆

バスターズ」、全米ＮＯ１の人気レストラン「チーズケーキファクトリー」を

始め、ユニークな物販がモロッコ風の街並を形成している。 

　シネコンにアミューズメントや飲食を加えた、エンターテイメント施設の

みの集客をベースに物販機能を成立させた当施設の成功は、新しい商業

施設成立のメカニズムを確立したものといえる。 

　現在、さらに10階建ての大観覧車や回転木馬を導入、「ノスタルジア」

をテーマとする第3期開発計画がスタートしている。 

　また、第4期開発計画ではデパート

がテナントとして誘置されることで、リー

ジョナル型のショッピングセンターとし

て完結する予定となっている。 

　ショッピングセンター時代の到来によって崩壊したダウンタウンの繁華街

が持っていた「界隈性」が包含している「息抜き」や「解放感」というやや不

良ぽい街区は、アメリカ社会からその姿を消してしまっていた。 

　いま、こうした人間本来の欲求に根ざした商業施設が計画的に復現されつ

つあるだけに、アメリカ商業施設の新業態として特筆される。以上のようなア

メリカ商業施設の新しい潮流は、わが国の商店街が従来もってきた街の魅力

をあらためて示してくれているわけで「界隈性」という魅力を再認識したい

ものである。 
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宇多津町浜6番丁86番地2-15 
Tel　0877-49-2582 
営業時間：11：00～21：00 
定休日：水曜日 経営者の久米さんご夫妻 

大きな看板が目だちます 

塩田の道具類の展示 

雰囲気のある座敷 

日本一の漆塗りのひょうたん 

http://www.kagawa-isf.jp/ 
こちらのアドレスでホームページ上でも「商い情報かがわ」が見られます。 

http://かがわ新事業.ｊｐ.ｉｏ（ｏｒtech.asp.ad.jp　） 
 

 

 

　JR宇多津駅を降りますと、時計台のある公園の向こうにお店の大き

な看板が見えます。「塩がま屋」。 

　この付近はもともと塩田であったのが、瀬戸大橋工事の前に区画整

理された土地です。経営者の久米さんはこのあたりの塩田の所有者で

した。塩田の仕事がなくなったあと会社勤務、そして坂出で喫茶店開業。 

　ところが昨年まで宇多津駅前のマンションのモデルルームとして貸

していた建物が契約終了で手元に返ってきました。そこでこの立地を

生かした商売はできないかと考えた末、讃岐の国はやはり「うどん」。そこで今のお店を開いたと

いうのがいきさつとのことです。オープンは昨年秋11月30日。店名は塩田ゆかりの「塩がま屋」。 

　現在ご主人は別の会社を経営されており、このお店は奥さんと息子さんとで経営されています。お店の入り口には

塩田で使った用品がさりげなく置かれ、店内は座敷席が35席、椅子席が約50席という広さ。和陶器や日本一の漆塗

りのひょうたんも置かれており、上品なムードのあるお店が出来上がっています。 

　オープンしたときにはあれもこれもと欲張ったメニューにしてしまい、対応が大変だったとか。その後メニューの絞込

みを行い、今では当店好評の品々が評判を呼んでいます。夏はぶっかけうどん、梅とろろ、かき揚げ…。冬は味噌煮込み

うどん、天ざる…。ランチタイムの日替わりメニューが大人気で、月曜から日曜まで4種類の日替わりが次々と登場。価格

帯も600円から950円と多彩。セットの中の料理をお客様のご要望で他の料理と変更することを気さくにお受けして

いるとのこと。まさに顧客中心の営業をされています。このため毎日来店されるお客様も多く、接待で利用されること

も多いとか。 

　ちょうどお店に来られたご主人の久米光治さんと店主の和子さん

とお話をしていますと、まさにこの店のほんわかとした心地よい雰

囲気に浸ってしまい、時間を忘れてしまいました。これまで積極的

な宣伝活動はされてこなかったとのことで、これからは情報発信を

していく予定とのこと。今の雰囲気を大切にして成長していただく

ことを期待します。 

（商業支援アドバイザー　香西 俊範）  


